
 

 

 ８月４日（金）午前９時から、東京・立川

にある大学共同利用機関法人 情報・システ

ム研究機構 統計数理研究所３階セミナー室

に、８０名を超える参加者を得て、第６３回

全国統計教育研究大会（東京大会）、第３６

回全国統計教育研修会（東京大会）が開催さ

れました。 

統計数理研究所と全国統計教育研究協議

会が主催、（公財）統計情報研究開発センタ

ーが共催、文部科学省、総務省、（一社）日

本統計学会、（公社）日本数学教育学会、（一

財）日本統計協会、全国連合小学校校長会、

全日本中学校長会、全国高等学校校長協会、

全国特別支援学級設置校長協会の後援で開

催されたもので、新潟県で第１回が開催され

てから今回が６３回目、昨年度は埼玉県、そ

して今年度の東京大会が東京・立川にある統

計数理研究所で開催されました。 

山下総務理事の司会で始まった大会は、最

初に橋本副会長が開会挨拶、主催者挨拶を田

村会長が行った後、総務省政策統括官による

来賓挨拶、当研究所のある立川市の清水市長

による来賓挨拶の後、統計功労者表彰が行わ

れ、田村会長から千葉県の杉崎峰子先生に今

年度の統計功労賞が授与されました。 

行事終了、休憩後、講演が始まりました。 

最初は文部科学省視学官の長尾篤志先生

による「次期学習指導要領と統計の指導」、

２人目は（公財）日本ユニセフ協会の鈴木有

紀子氏による「ユニセフと統計」、昼食休憩

後、宮崎大学教育学部の藤井良宜教授による

「これからの統計教育の求められるもの」、

最後に日本品質管理学会理事の前川恒久氏

が「折り紙を使ったデータの採り方」をテー

マに講演を行い、最後に橋本副会長による閉

会挨拶で東京大会を無事終了しました。 
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 全国統計教育研究会では
毎年、統計教育に尽力頂いた

先生方の中から特に功績の
あった先生に「統計功労賞」
を授与しています。 

来賓挨拶の後、今年度は千
葉県の杉崎峰子先生が選ば
れ、全国統計教育研究会の田
村会長から表彰状と記念品
が授与されました。

 

 

 

 

 来賓挨拶の最初は総務省政策統括官（統計

基準担当）の新井政策統括官（代読）、「国勢

調査はじめ多くのデータを統括しており、そ

の有効活用に向け、情報公開しているので、

学校教育の中でもその活用に工夫を期待し

ている」との挨拶がありました。 

 続いて統計数理研究所のある東京都立川

市は近年急激な発展を遂げていますが、清水

市長はその統計数理研究所との協力協定を

締結した結果、これまで立川市が保有するデ

ータの解析方法について指導を仰ぎ、解析デ

ータを提供された市の職員が驚きと共に活

用法を考えるようになり、これまで埋もれて

いたデータの価値を改めて見直す機会にな

ったと挨拶、お役所が保有するデータの活用

の重要性、その活用のためにも統計教育にぜ

ひ力を注いで欲しいと期待を表明、挨拶され

ました。 

 来賓挨拶最後は、今回の会場提供元となっ

た大学共同利用機関法人情報・システム研究

機構統計数理研究所の伊藤副所長が登壇、歓

迎の挨拶と研究所の概要などをご紹介頂き

ました。 

 

 来賓挨拶、表彰式の後、平成３０年度の第
６４回全国統計教育研究会の開催県に決ま
った香川県の末竹会長が登壇、うどん県だけ
ではない香川県での開催に向けて鋭意準備
に取り掛かっていることを紹介、ぜひ来年は
香川県へのお越しをお待ちしていますと挨
拶しました。 

 ② 



 

 

 

 

 

 

 

昨年１２月に中央教育審
議会から「幼稚園、小学校、
中学校、高等学校及び特別支
援学校の学習指導用要領等
の改善及び必要な方策等に
ついて」が答申されました。 
この答申には算数・数学科

の内容の見直しについて
「・・・小・中・高等学校教
育を通じて統計的な内容の
改善について検討していく
ことが必要である。」と記述
されています。 
コンピュータの発達に合

わせ、統計的な知識や技能を
身に付けることの重要性が
指摘されており、これはその
指摘に対応した記述と考え
ることもできます。 
講演では、次期学習指導要

領の基本的な考え方ととも
に、統計教育の意義や指導の
在り方、指導に当たって留意
すべきことなどを中心にお
話頂きました。 
 
 ユニセフには「測定されな
かった問題の多くは解決さ
れていない」という経験則が
あるそうです。客観的なデー
タに基づかなければ、問題の
存在すら明らかになること
はありません。 

 データは、最も厳しい状況
にある子どもたちを見出だ
し、事実に基づいて政府に決
断と行動を促し、さまざまな
支援活動を支え、いかなる前
進があったかを明らかにし
ます。しかし、開発途上国で
信頼できるデータを収集す
ることは至難です。 

 講演では、統計が示す世界
の子どもの状況やユニセフ
の活動、活動を支えるデータ
収集のためのＭＩＣＳ（複数
指標クラスター調査）等の調
査・モニタリング活動につい
て、また、ユニセフが扱う
様々な統計が学校教育現場
でどう活用頂けるかについ
てお話頂きました。 
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コンピュータによって、複

雑で大量の計算が簡単にで

きるようになり、誰もが統計

を活用できる基盤が整備さ

れつつあります。 

 さらに、統計を活用する力

は、さまざまな研究分野やさ

まざまな業種において求め

られており、今では社会人と

してのリテラシーの一つと

なっています。これからの統

計教育では、目的を明確化し、

計画的にデータを収集・分析

し、結論を導くという探求の

プロセスを協働的行うこと

が求められています。 

 教育実践においては、この

ようなプロセスを体験する

ことを通じて統計に関する

重要な概念を身に付ける必

要があり、求められる重要な

概念について事例を取り上

げながらお話し頂きました。 

 

 厳しい競争環境下にある

企業では常に「問題解決力」

が求められますが、その問題

を発見、解決するには裏付け

となるデータ抜きでは実現

できません。 

 世の中、オープンデータな

どデータが氾濫しています

が、自ら折り紙を折ったもの

に発生する問題、原因を究明

し解決する「問題解決ストー

リー」の最初のデータ収集法

について紹介頂きました。 

 企業内で実施した「品質管

理基礎研修」の中の品質管理

の基礎知識、データの重要性

などを解説の後、“データの

採り方”について紹介、参加

された先生方が実際に折り

紙の“犬の顔”を折り、寸法

を測ってデータを収集する

手を動かして演習を体験す

る楽しい講演でした。 
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